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彗星/小惑星遷移天体 107P/Wilson-Harringtonの可視測光観測
Photometric Observations of Comet-Asteroid Transition Object 107P/Wilson-Harrington
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近年の太陽系形成理論の進展のひとつにニースモデルがあげられる。ニースモデルでは、かつて太陽系の巨大惑星は
現在よりもコンパクトな位置関係で形成され、その後、現在の軌道に移動したと提唱している [1]。また、ニースモデル
における惑星移動に伴い、巨大惑星の外側に分布していた揮発性物質に富んだ小天体の一部は、メインベルト小惑星帯に
捕獲される可能性がある [2]。一方、観測研究における重要な発見の一つに、Main-Belt Comets(MBCs)があげられる [3]。
MBCsはメインベルト小惑星帯において、彗星のような尾が認められる天体である。MBCsが彗星活動を起こす原因とし
て、他天体の衝突や揮発性物質の昇華が考えられている。これまで発見された７つのMBCsのうち 6つのMBCsは、小
惑星帯の外側に存在している。そのような距離では揮発性物質の昇華が難しい。従って、他天体衝突が彗星活動のもっと
もらしい原因であるかもしれない。MBCの発見は、ニースモデルが示す様にメインベルト小惑星帯に揮発性物質に富ん
だ物質が存在する事を示唆している。また、太陽系形成初期においては、MBCsのような天体が地球近傍軌道に移動し、
地球へ衝突した可能性も考えられる。彗星活動を起こす天体の研究は、地球の生命や海の起源を解き明かす手がかりとな
る。彗星活動を示唆する天体は、地球近傍天体にも存在する。このような天体のひとつに 107P/Wilson-Harrington(以下、
107P)がある。107Pは 1949年の発見時に彗星活動が見られたものの、その後の観測で彗星活動は検出されていない [4]。
また、軌道進化を遡ると、その起源は 65%の確率で小惑星帯の外側であると示唆されている [5]。従って、107Pは揮発
性物質を豊富に含んだ天体であると考えられる。もし、107Pの彗星活動の原因がMBCsのいくつかで示唆されているよ
うに他天体衝突であれば、自転運動に非主軸回転 (タンブリング)が起こっている可能性がある。さらに、107Pは軌道傾
斜角の小さい地球近傍軌道であるため、将来の小惑星探査の有力な候補天体である。107Pの自転状態を明らかにするこ
とは、将来の探査計画を策定する上でも重要である。
我々は、国内外の 5つの望遠鏡を用いて 107Pの可視測光観測を行い、ライトカーブから自転状態や形状の推定を行っ

た。得られたライトカーブは 3:1の尽数関係を持つ 0.2979日と 0.0993日の周期を示した [6]。ライトカーブから次の 4つ
の解釈が考えられる。1)107Pはタンブリング運動をしている。自転周期は 0.2979日であり、歳差周期は 0.0993日であ
る。2)107Pはタンブリング運動をしていない。自転周期は 0.2979日であり、0.0993日の周期は六角形状の形を示唆して
いる。3)107Pはタンブリング運動をしていない。自転周期は 0.2979日である。0.0993日の周期はバイナリー小惑星の存
在を示唆したものである。4)我々の観測は、位相角 (太陽-107P-観測者の角)50°付近で行った。そのため、凹凸地形によ
る影の影響が 0.0993日の周期を生み出した。この場合、107Pはタンブリング運動をしておらず、自転周期は 0.2979日
の半周期となる 0.1490日となる。4つの解釈のうち、タンブリング運動、バイナリー小惑星、凹凸地形の存在は他天体
衝突を示唆するものである。また、凹凸地形の有無は位相角の小さい時期の観測により確認ができる。現在、我々は位
相角が小さく観測条件の良い 2013年に向けて観測キャンペーンの実施を計画している。本講演では、これまで得られた
結果と共に、追観測計画についても紹介を行う。
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